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自己評価及び外部評価結果

作成日

確定日

【事業所概要（事業所記入）】

事業所番号

法人名 株式会社ケア21

事業所名

サービス種類

所在地

自己評価作成日

【事業所基本情報】

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名 株式会社 ケア・ウィル

所在地

訪問調査日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

ホームは住宅地の中にあり、近くには商店街や樹木の多い広い公園があり、入居者が散歩をしたり住民
との交流をしたりできる場所となっている。職員は日常生活（料理、洗濯等）や行事、カラオケ、レクリエー
ションを通じて楽しみを共有し、共に暮らす者として入居者に敬意を払い、人格を尊重したサービスに心
がけ、共感し支え合う関係づくりに努めている。職員同士の話し合いの機会が持ちやすい環境であり、
チームワークも良く、入居者の変化にはすぐに気付き対応している。ターミナルケアを実施しており、実際
に看取りの経験もしている。看取りは職員への精神的負担が大きいが、最期まで入居者に寄り添うこと
で、生きることや老いることの意味を肌で学んでいる。家族とのコミュニケーションを大事にしていて、家
族の訪問も頻繁にあり、意見を伝えたり相談しやすい環境づくりに努めている。管理者は、地域との関わ
りが思うようにできていない事に対して更なる取り組みの必要性を強く感じており、今後は地域に対し、
認知症についての理解が浸透するよう取り組んでいきたいと考えている。

平成22年4月1日 評価結果市町村受理日

介護サービス情報の公表制度の基本情報を活用する場合 http://www.osaka-fine-kohyo-c.jp/kaigosip/Top.do

愛知県名古屋市中村区則武1-13-9　チサンマンション第三名古屋1109号

平成22年4月20日

笑顔の絶えない家庭的で静かに時間が流れる生活空間を作れるように一人ひとりの個性と主体性を尊
重し、さらに地域社会との交流をもちながら地域社会の一員として生活できるように努めています。

情報提供票を活用する場合

平成22年5月18日

平成22年4月28日

2779101795

グループホームたのしい家淀川

認知症対応型共同生活介護

大阪府大阪市淀川区十三元今里1-9-6

平成22年5月12日

1 株式会社 ケア・ウィル



実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を
踏まえた事業所理念をつくり、
管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい　

　利用者が地域とつながりなが
ら暮らし続けられるよう、事業
所自体が地域の一員として日常
的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み
上げている認知症の人の理解や
支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り
組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡
を密に取り、事業所の実情やケ
アサービスの取組みを積極的に
伝えながら協力関係を築くよう
に取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地
域密着型サービス指定基準及び指定
地域密着型介護予防サービス指定基
準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄
関の施錠を含めて身体拘束しないケ
アに取り組んでいる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待
防止法等について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがな
いよう注意を払い、防止に努め
ている
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Ⅰ．理念に基づく運営
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家族様の知り合いの方や、地域
の在宅介護をされている方など
で認知症の対応などに悩んでお
られる方の話を聞き、事業所で
の成功例や失敗談などの話をさ
せて頂いています。

運営推進会議では、生活の様
子、現状、行事報告などを行っ
ています。地域包括支援ｾﾝﾀｰの
職員、地域住民、家族様から
様々な意見やアドバイス、要望
を頂きそれを取りいれながら
サービスの向上に努めていま
す。

カンファレンスを通じて身体拘束の
内容と弊害を認識するように努めて
いる。また、言葉の暴力は精神的に
苦痛を与え、人としての尊厳を侵す
として絶対に許されないと職員に伝
えている。やむを得ず拘束に値する
行為が必要な場合は、家族と相談の
うえ、カンファレンスや申し送り等
で話し合い、状態を確認し、慢性化
しないように定期的に見直しをする
ようにしている。玄関の鍵は施錠し
ているが、各フロアの施錠は行って
いない。

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

地域との交流を運営規定に掲げ
地域の一員として地域に溶け込
んだ事業所となるよう努めてい
ます。

日用品の買い物は近くの商店街
を利用したり、行事の際には地
域のお店でお弁当を頼んだりし
て事業所自体が地域との交流を
図るようにしています。
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利用者の尊厳の維持に努めてい
ます。社内外の研修に参加し、
区や市の介護保険課からきたパ
ンフレットなど全職員に配布し
て虐待について理解を深めるよ
うにしている。また職員同士で
気になる事があればカンファレ
ンス等で話し合いの機会をもつ
ようにしています。

身体拘束について具体的な行為
の理解を深めるようにしてい
る。居室、エレベーターなどは
鍵をかけずに自由に生活しても
らえるが玄関については安全確
保のため施錠しています。日中
だけでも玄関の鍵をかけず自由
に出入り出来る様に改善してい
きたいと思っています。

地域包括支援ｾﾝﾀｰとは日頃から
連絡をとり、ケアサービスの状
況等を報告してアドバイスをも
らっている。また困ったことや
わからないことはこちらから質
問して教えてもらっています。

職員一人ひとりが理念の基本
的な考えや意味等を理解した
うえで、共有することの意義
を話し合う事も重要であり、
理念の意識づけやよりよいケ
アの実践が期待される。

地域との関係づくりの必要性
は常に感じていることから、
日々の外出等、身近なところ
から少しずつ交流の幅を広
げ、地域との相互協力や連携
の基盤をつくり、支え合える
関係づくりに期待したい。

入居者第一主義を基本理念として掲
げている。理念について日常的に話
し合うことはないが、日々のケアの
場で、問題や疑問が生じた場合は、
その都度、入居者を大切にする意識
は伝えられている。

町内会に加入しているが、回覧板は
回ってこないため、地域の催事情報
がない。日用品の買い物やイベント
時の弁当は、近隣商店街等を利用し
たり、ボランティアの訪問はある
が、ホームとして地域との関わりが
薄く、交流までには至っていない。

2カ月に1回確実に開催されている。
家族の参加もあり、行事の報告や
ターミナルなどの話し合いが行われ
ている。町内会の清掃への参加等、
働きかけをしているが実現には至っ
ていない。今後もメンバーからアド
バイスや協力を得ながら地域との交
流を深めていきたいと考えている。

運営推進会議には、地域包括支援セ
ンター職員が参加しており、関わり
はあるが、市や区など行政へ行き来
する機会や情報交換等の関係づくり
は積極的には行われていない。

行政との関わりを持つこと
で、現場の実情を知ってもら
い、実態を共有しながら、課
題について共に取り組んでい
くことが大切である。いつで
も相談できる関係づくりや、
サービスの質の向上にむけた
取り組みに期待したい。

2 株式会社 ケア・ウィル



実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自
立支援事業や成年後見制度につ
いて学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それ
らを活用できるよう支援してい
る

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定
等の際は、利用者や家族等の不
安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望
を管理者や職員並びに外部者へ
表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関
する職員の意見や提案を聞く機
会を設け、反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々
の努力や実績、勤務状況を把握
し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持っ
て働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人
ひとりのケアの実際と力量を把
握し、法人内外の研修を受ける
機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進め
ている

○同業者との交流を通じた向上

 代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会を作り、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取組み
をしている
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家族の来訪時には管理者が対応し、
入居者の日常の報告をしたり、家族
の意見や要望を聞いている。入居者
の体調に変化がみられた時は、その
都度連絡をしており、家族からは
「安心」と評価されている。また、
家族アンケートでは感謝の気持ちの
ほか、厳しい意見もあったが、家族
の思いを真摯に受け止め、今後の運
営に反映させたいと取り組んでい
る。

106

淀川区グループホーム連絡会に
参加して他の施設と情報交換し
ネットワークを広げています。
また会社のほかのグループホー
ムに見学に行ったり、研修に
いったりすることで相互のいい
ところ悪いところに気付きサー
ビスの質の向上に役立てていま
す。

１年に２回の人事考課があり、
職員個々の努力や実績を把握し
給与に反映できるような仕組み
を作っています。またほめカー
ドを活用してお互いのいいとこ
ろをみつけ各自がやりがいを持
ち楽しく仕事が出来る環境を作
れるよう取組みを行っていま
す。

新人職員はすべて本社で２日間
の研修を受けたあと業務に従事
しています。また会社内では定
期的に研修が実施されていま
す。社外の研修についても勤務
時間内で参加できるよう勤務調
整を行い、研修費については会
社が負担しているものもありま
す。

9

成年後見制度は利用されている
方が2名いらっしゃいます。成年
後見制度についてわからないこ
とは地域包括ｾﾝﾀｰの職員さんに
おしえてもらったり市の職員さ
んに質問したりして本人様に
とって何が必要かを考え活用出
来る様支援しています。

契約時には、ホームの理念、運
営方針、金銭面などについて十
分に説明し納得いただけるまで
時間をかけています。また質問
や不安なことなどを尋ねてわか
りやすく理解いただけるよう説
明するようにしています。

月1回のカンファレンスを開催し、
職員一人ひとりが意見や提案を話せ
る場を設けている。職員からも積極
的に意見や提案が出されており、出
された意見については、内容により
管理者が判断したり、会社の上層部
にかけあい討議するなど解決できる
よう取り組んでいる。

利用者様が日常生活の中で言葉
にされた意見、不満苦情等に対
しては聞き漏らさないように努
めるとともに、家族様が面会等
にこられた際にもこちらから意
見をお伺いしてその内容を職員
間で共有してカンファレンスや
朝の申し送り等で話合い改善方
法を検討して運営に反映させて
いる。

朝の申し送りや月１回管理者を
含めたカンファレンスを実施し
て意見交換しています。また職
員の意見を聞けるような環境づ
くりを心がけるとともに日々の
コミュニケーションの中でも意
見を聞くようにしています。聞
いた意見について現場で解決で
きないことは上司に報告し、協
力を得ながら改善できるように
しています。

3 株式会社 ケア・ウィル



実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○初期に築く本人との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関
係 サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めてい
る

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう関
係 職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共に
する者同士の関係を築いている

○本人を共に支えあう家族との関係

 職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の
絆を大切にしながら、共に本人
を支えていく関係を築いている

○馴染みの人や場の関係継続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途
切れないよう、支援に努めてい
る

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握
し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支
え合えるような支援に努めて
いる
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Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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グループホームではご利用者、
家族、職員が協力して本人の生
活を支えていきたいということ
を見学時から伝え、契約時にも
お願いしています。面会時には
ご利用者の生活状況を説明し行
事やレクレーションにも参加し
ていただいています。

相談を受けたときは本人と家族
が必要としている支援が何であ
るか見極め、希望に沿った援助
が出来るか検討しています。グ
ループホームを利用しながらで
きることはホーム内で支援し、
グループホームでの入居継続が
最善でないと判断した場合には
他のサービスを紹介するように
してます。

人生の先輩として尊敬しその方
らしさを見失わないように支援
し信頼される職員になるよう努
めています。また寄り添うこと
を大切にして、ともに喜び悲し
む共感者としての意識をしてい
ます。

入居時に家族、友人、など何時
でも面会に来ていただけるよう
にお願いしています。本人が以
前住んでおられた近所の方が来
られることもあります。以前な
じみだった十三の商店街に散歩
の途中によったりしています。

入居前には家族だけでなく必ず
本人と面談して困っているこ
と、不安なこと、要望等よく聞
くようにしています。入居後も
十分にコミュニケーションをは
かり、会話の中でも不安や悩み
を理解するように努めていま
す。また言葉だけでなく態度や
様子からも類推して本人の求め
ていることを受け止められるよ
うに努力しています。

見学時から十分に時間をかけて
家族が困っていること、求めて
いることを聞くようにしていま
す。また入居後の生活などにつ
いても十分に説明して不安なこ
となどについては過去の事例な
どを取り上げながら納得いただ
けるように説明してます。

家族以外の入居者の馴染みの人や場
所については、地元から入居された
方を近所の方が訪問してくれること
はあるが、本人の要望も出てこない
ことから多くの入居者は関係が希薄
になっている。

近所の喫茶店など、新しい関
係もできており、生活意欲を
高めることで、本人の人間関
係や社会との関係が見えてく
ると考えられる。本人の馴染
みの人や場所など新たな発見
に繋がることを期待したい。

リビングでの様子をなどから、
その方の居場所を確保してご利
用者様同士のかかわりがスムー
ズにいくようにしています。ま
た日々の生活のなかで利用者同
士の関係をみながら食事時の席
や外出の組み合わせなどには配
慮しています。

4 株式会社 ケア・ウィル



実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了
しても、これまでの関係性を大
切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、
相談や支援に努めている

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いやりや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めてい
る。困難な場合は、本人本位に
検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまで
のサービス利用の経過等の把握
に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の
把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に
記入し、職員間で情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直し
に活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既
存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる

22

239

2610

28

医療連携での訪問看護、介護タ
クシー、福祉用具のレンタルの
相談、通院時の支援など多岐に
わたるサービスの紹介、柔軟な
対応をしています。

25

入居者の日々の状態を申し送りで情
報を共有し、全職員が入居者一人ひ
とりの状況を把握するよう取り組ん
でいる。介護計画は、設定された期
間に捕らわれず、入居者の状態や本
人、家族の要望の変化には関係者と
話し合い、現状に即して見直しを
行っている。

27

サービスが終了しても入院、他
施設入所などの相談にのってい
ます。また継続的なかかわりが
必要なご利用者や家族に対して
は付き合いを大切にして継続的
に関わっています。

入居時に本人の希望や意向の確認が
できない状況が多くあり、家族から
聞いたり、その時の状況から判断
し、必要なサービス内容を検討して
いる。また、毎日の生活の中で観察
（会話、行動、表情）した事をもと
にカンファレンスで話し合い、情報
を共有し本人の意向の把握に努めて
いる。

本人や家族、介護職員と十分に
話し合いお一人お一人の意向に
ついては十分に聞くよう努めて
います。本人の意向を伺うこと
が困難な場合にも、表情を読み
取ったり様子などから本人本位
に検討しています。

本人から話を聞ける場合には本
人とゆっくり話す機会を多く持
ちこれまでの暮らしを把握する
ようにしています。また本人だ
けでなく家族や在宅生活の時の
担当ケアマネージャーとも連絡
を取り、これまでの暮らしの把
握に努めています。

一人ひとりの生活や様子を通じ
て出来ること、できないことや
好きなこと、得意なことなどを
見分けながら健康状態、気分な
どを含めて総合的に現状を把握
するようにしています。

日常生活を通じて本人の希望や
意向を把握し、本人、家族、介
護職員でカンファレンスをもう
け意見や要望を反映させた介護
計画を作成して実践していま
す。またもﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを実施し現状
に即した介護計画を作成するよ
うに努めています。

個別に日々の様子、気づき、こ
れまでの暮らしの様子などケア
のなかで得た情報を個別の記録
に記入して、申送り、カンファ
レンスにおいて職員間で情報を
共有しています。その上で定期
的にモニタリングを行い介護
サービス計画の見直しに活かし
ています。

24
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実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えてい
る地域資源を把握し、本人が心
身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができ
るよう支援している

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたか
かりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職
場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者
が適切な受診や看護を受けられ
るよう支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、でき
るだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や
相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあ
り方について、早い段階から本
人・家族等と話し合いを行い、
事業所でできることを十分に説
明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に
取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は応急手当や
初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難
できる方法を全職員が身につけ
るとともに、地域との協力体制
を築いている

3312

3513

34

32

29

3011

入居時に本人、家族に事業所の
出来ることできないことを説明
しています。また終末期の方針
についても話し合いを行ってい
ます。ご利用者の変化に応じて
その都度本人、家族、職員、か
かりつけ医と話し合いの機会を
持ち、終末期のあり方について
の方向性を決めています。本
人、家族の意向を一番大事にし
ています。

消防署の指導のもと消防計画を
作成し定期的に消防訓練を行っ
ています。災害時には地域の
人々の協力を得れるよう自治会
に加入して交流を持つようにし
ています。

応急手当や初期の対応についは
カンファレンスなどで定期的に
全職員に説明し実践出来る様指
導しています。また救急対応等
についてはわかりやすいところ
に手順を表示しています。

入居時に本人や家族に提携医(内
科・精神科）の説明をしている。入
居前のかかりつけ医に継続して受診
している入居者もいる。月2回、定
期的に提携医による往診があり、緊
急時にもすぐに対応してくれるの
で、入居者や家族の安心に繋がって
いる。訪問歯科も月2回あり、口腔
ケアが実施されている。

入院中は本人に面会したり家族
と連絡を取りあったりして早期
に退院してもらえるように支援
しています。また病院関係者に
も連絡をとり、情報交換や相談
をして関係作りを行っていま
す。

31

避難訓練は消防署の協力を得て
実施しています。ボランティア
の方に来ていただき、手芸など
のレクレーションを企画した
り、踊りなどの催しを実施して
います。

昨年は5月と12月に防災訓練を消防
署の指導のもと実施した。日中を想
定し入居者も実際に訓練に参加し
た。職員は消火器の使い方を学んだ
り、避難経路の確認を行っている。

夜間を想定した訓練について
も期待したい。また、地域へ
の協力や働きかけと共に、災
害時に備えて非常用食料や飲
料、物品等についても整備さ
れることを期待したい。

本人や家族の意向を踏まえ、医師、
職員が連携をとり、安心して納得し
た最期が迎えられるように、入居者
の状態に変化がある毎に随時、意思
を確認しながら取り組んでいる。看
護師が勤務していて、すぐに相談で
きる環境であり、提携医も24時間対
応可能で連携を密にとっていること
から、入居者はもちろんのこと、ケ
アをする職員にとっても心強い。

入居時に本人、家族から今まで
のかかりつけ医との関係をよく
伺い、今までのかかりつけ医と
の関係を継続する事を希望され
た場合にはそのように対応して
います。またグループホームで
も医療機関と連携し24時間の医
療連携がとれる往診医が月に2回
往診に来られています。

ご利用者の体調の変化や急変時
には看護師に相談してアドバイ
スをもらい対応しています。職
員はご利用者の医療面、健康面
について気軽に相談でき、適切
な体欧が取れるようにアドバイ
スをもらっています。

6 株式会社 ケア・ウィル



実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重とプ
ライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇
りやプライバシーを損ねない言
葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや
希望を表したり、自己決定でき
るように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先
するのではなく、一人ひとりの
ペースを大切にし、その日をど
のように過ごしたいか、希望に
そって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援して
いる

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活
かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをして
いる

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水
分量が一日を通じて確保できる
よう、一人ひとりの状態や力、
習慣に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じな
いよう、毎食後、一人ひとりの
口腔状態や本人の力に応じた口
腔ケアをしている

42

39

リビングの横にある台所で毎日
食事を作り、煮物の匂いや包丁
の音など五感で感じていただけ
るようにしています。簡単な皮
むきやもやしの根取りなどを手
伝ってもらったり、食事後の下
膳、洗い物、テーブル拭きなど
ご利用者と一緒に行っていま
す。

その方らしい身だしなみが出来
る様その方にあった援助をして
います。また月に1回の訪問理容
を活用してカット、顔そりなど
をしてもらっています。ご家族
の協力を得ながら本人の望む店
に行っている人もいます。

4015

献立は配食業者の作成で、栄養のバ
ランス、カロリー等必要量が確保さ
れている。調理や味付けは職員が工
夫し行っている。自分で食べること
を大切にし、一口大、刻み、ミキ
サー等食事形態や盛り付け量の調節
を一人ひとりに合わせて提供してい
る。入居者には本人のできることを
行ってもらっている。

41

37

入居者に合わせて、くだけたり気を
つかったりと言葉かけを変えている
が、「親しき仲にも礼儀あり」を念
頭に置き、一人ひとりの尊厳を守っ
ている。言動については、職員が互
いに注意し合い、カンファレンス等
で再度確認し、入居者に不快な思い
をさせないよう努めている。トイレ
誘導の際には、入居者を思いやり、
さりげなくエスコートしている職員
の姿が見られた。

38

3614

ご利用者に寄り添うケアを心が
けｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとるようにしてい
ます。またご自分の意見を言葉
で表現できないご利用者には表
情や様子で思いや希望を察する
ようにしていくとともに、家族
とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを深めその方らし
い生活をサポート出来る様にし
ています。

人生の大先輩として人格を尊重
し、尊厳のある対応を心がけて
います。また記録の保管や個人
情報にも十分注意して保管庫は
施錠しています。言葉のかけ方
や対応についてはカンファレン
スや朝の申し送りなどでも話し
合いお互いに注意しあっていま
す。

ご利用者の体調の変化や急変時
には看護師に相談してアドバイ
スをもらい対応しています。職
員はご利用者の医療面、健康面
について気軽に相談でき、適切
な体欧が取れるようにアドバイ
スをもらっています。

10時と3時にはお茶の時間を設け
水分量が1日を通じて確保出来る
ように支援しています。水分摂
取量が少ないご利用者に方には
本人の嗜好にあった飲み物を提
供することや、時間にとらわれ
ず何時でも飲んでいただける環
境を作るようにしています。食
事については栄養士が立てた献
立をもとに栄養のバランスのと
れた献立を提供しています。

食後口腔ケアを行っています。
口の中の汚れがひどい方は定期
的に歯科衛生士さんに口腔ケア
を行ってもらっています。歯科
医、歯科衛生士さんに口腔内の
清潔保持についてアドバイスを
もらい本人様が出来るところは
していただき出来ないところを
助けるように致します。
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実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を
減らし、一人ひとりの力や排泄
パターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向
けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理
解し、飲食物の工夫や運動への
働きかけ等、個々に応じた予防
に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミン
グに合わせて入浴を楽しめるよ
うに、職員の都合で曜日や時間
帯を決めてしまわずに、個々に
応じた入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れる
よう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬
の目的や副作用、用法や用量に
ついて理解しており、服薬の支
援と症状の変化の確認に努めて
いる

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を
過ごせるように、一人ひとりの
生活歴や力を活かした役割、嗜
好品、楽しみごと、気分転換等
の支援をしている

4316

46

44

4517

内服薬の変更があったときには
朝の申し送りで報告するととも
にノートにも記入して情報の共
有をしています。副作用などに
ついても十分理解して服薬によ
る症状、体調、様子などに注意
しています。

生活歴を把握して、カラオケや
レクレーションなど楽しく日々
を過ごしてもらえるよう支援し
ています。洗濯物干し、たた
み、新聞を取りにいく、食事の
準備の手伝いなどの役割を負担
にならない範囲で持ってもら
い、張りのある１日を過ごして
もらえるよう支援しています。

48

トイレでの排泄をしていただけ
るよう排泄のリズムをつかみト
イレ誘導するようにしていま
す。またおひとりおひとりの様
子から排泄のサインを見逃さ
ず、さりげなくトイレの声か
け、誘導を行うように心がけて
います。

便秘予防のため、水分量、食事
量、食事の内容等に注意し、ま
た散歩など適度な運動をしても
らうよう心がけています。排便
チェックは必ず行い便秘になら
ないよう気をつけています。

排泄チェック表を確認しながら、
個々の排泄パターンに応じた個別の
支援に取り組んでいる。できるだけ
トイレで排泄できるよう支援してお
り、歩行力の弱い方はつかまり立ち
をできるようにサポートしたり、布
パンツの着用を目標に取り組んでい
る。取り組みの結果、オムツからリ
ハビリパンツ、そして布パンツへと
移行した例もある。

居室は毎日掃除、換気して定期
的にシーツ交換、布団干しなど
も行い清潔保持に努めていま
す。リビングにはソファを置い
て、いつでも気持ちよく休息で
きるようにしています。

47

本人の希望やタイミングに合わ
せて楽しく入浴していただける
ように心がけています。入浴が
あまりお好きでない方に対して
も言葉かけを工夫して気持ちよ
く入浴していただけるようにし
ています。

入居者が入りたい時に入浴できるよ
う配慮している。週に1回の方もあ
れば殆ど毎日入られる方もある。時
間も本人の希望にそって支援してお
り、湯は一人ひとり張り替えてい
る。恐怖、羞恥心のある方には負担
のないように、昔の話をしたりして
気持ちを和らげ入浴できるよう工夫
している。
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実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよ
う支援に努めている。また、普
段は行けないような場所でも、
本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけ
られるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つこ
との大切さを理解しており、一
人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように
支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが
電話をしたり、手紙のやり取り
ができるように支援している

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）は、利
用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度
など）がないように配慮し、生活感
や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

○共用空間における一人ひとり
の居場所づくり
　共用空間の中で、独りになれ
たり、気の合った利用者同士で
思い思いに過ごせるような居場
所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋
は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのも
のを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしてい
る

○一人ひとりの力を活かした安
全な環境づくり
　建物内部は一人ひとりの「で
きること」や「わかること」を
活かして、安全かつできるだけ
自立した生活が送れるように工
夫している

ホームの近くには公園があ
り、地域の方や子ども達と触
れあえる環境にある。五感刺
激の機会を増やすためにも、
入居者の希望に応じて日常的
に外出ができるような体制づ
くりを期待したい。

気候、天気の良い日には極力散
歩、買い物に一緒に行くように
しています。公園に行ったり近
くの商店街に買い物に行ったり
しています。またお花見の時期
や、花火、お盆などご家族の協
力を得ながら外出や外泊の機会
を作っってもらっています。

天気の良い日には近所を散歩した
り、喫茶店を利用することもある。
行事として行う外出の他は、季節や
状況によっては外出の機会が少ない
のが現状である。面会時に家族の協
力を得て外出されることもある。

5420

4918

51

19

原則的には家族より預かり金と
して管理しているがおひとりお
ひとりの希望や能力に応じてご
家族とも相談しながら可能な限
りご本人に所持していただいて
います。おやつや洋服など一緒
に散歩に行って実際に見て買っ
てもらえるよう支援し支援して
います。

携帯電話を自室においているご
利用者に対しては操作方法など
わからないことがあればその都
度説明しています。携帯電話を
お持ちでない方が家族などに電
話をしたいといわれたときには
ホームの電話を使ってもらって
います。

リビングには七夕、クリスマ
ス、お正月など季節感あるもの
を作り飾っています。音、にお
い、光などには常には配慮し
て、食事の準備の時には調理す
る音やにおいが自然とするよう
になど生活感を感じてもらえる
ようにしています。

リビングの照明は間接照明で光がや
わらかくなっており、心地よい音楽
が流れている。台所が対面式になっ
ているので、職員は調理しながら入
居者と会話をしたり見守りをするこ
とができる。入居者手作りのぬり絵
や季節感のある作品が飾られてい
る。

53

50

52

55

入居者が今まで使ってきた物や、思
い出の多い鏡台、位牌、仏壇等を
持ってきてもらい、本人が居心地よ
く過ごせるよう工夫している。ベッ
ドが慣れない方には畳を敷き、畳の
段差につまずかないよう傾斜をつけ
ることで段差を解消している。

リビングには食卓だけでなく応
接セットを置きソファでもくつ
ろいでいただけるようにしてい
ます。またエレベーターで自由
に他の階に行き思い思いの場所
で過ごしていただけるようにし
ています。

入居時に自宅で使用していた
ベット、たんすや仏壇など馴染
みのものを持ってきていただく
ようにお願いしています。自宅
でたたみの部屋でお布団で寝て
おられた方については居室でも
布団を敷いて寝ていただいてい
ます。

過剰介護は避けて出来るだけ自
立支援を心がけています。トイ
レにはピンクのマークをつけて
わかりやすくしています。居室
には表札をつけることで混乱を
防ぐようにしています。

9 株式会社 ケア・ウィル



Ⅴ　アウトカム項目

○

○

○

○

○

○

○

○

○

④ほとんどない

56
職員は利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

①ほぼ全ての利用者の

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

④ほとんど掴んでいない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過
ごす場面がある

①毎日ある

②数日に1回程度ある

③たまにある

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮ら
している

59
利用者は、職員が支援することで生き
生きした表情や姿がみられれている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出
かけている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面
で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応
じた柔軟な支援により、安心して暮ら
せている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

63
職員は、家族が困っていること、不安
なこと、求めていることをよく聴いて
おり、信頼関係ができている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

64
通いの場やグループホームに馴染みの
人や地域の人々が訪ねてきている

①ほぼ毎日のように

②数日に1回程度

③たまに

④ほとんどいない

10 株式会社 ケア・ウィル



○

○

○

○

65

運営推進会議を通して、地域住民や地
元の関係者とのつながりの拡がりや深
まりがあり、事業所の理解者や応援者
が増えている

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くない

66職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が

②職員の３分の２くらいが

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサービスにお
おむね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

68
職員からみて、利用者の家族等はサー
ビスにおおむね満足していると思う

①ほぼ全ての家族が

②家族の３分の２くらいが

③家族の３分の１くらいが

④ほとんどできていない
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（別紙１）

自己評価及び外部評価結果

作成日

【事業所概要（事業所記入）】

事業所番号

法人名 株式会社ケア21

事業所名

サービス種類

所在地

自己評価作成日

【事業所基本情報】

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名 株式会社 ケア・ウィル

所在地

訪問調査日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

平成22年4月1日 評価結果市町村受理日

介護サービス情報の公表制度の基本情報を活用する場合 http://www.osaka-fine-kohyo-c.jp/kaigosip/Top.do

愛知県名古屋市中村区則武1-13-9　チサンマンション第三名古屋1109号

平成22年4月20日

笑顔の絶えない家庭的で静かに時間が流れる生活空間を作れるように一人ひとりの個性と主体性を尊
重し、さらに地域社会との交流をもちながら地域社会の一員として生活できるように努めています。

情報提供票を活用する場合

平成22年4月28日

2779101795

グループホームたのしい家淀川 (3階）

認知症対応型共同生活介護

大阪府大阪市淀川区十三元今里1-9-6

12 株式会社 ケア・ウィル



実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を
踏まえた事業所理念をつくり、
管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい　

　利用者が地域とつながりなが
ら暮らし続けられるよう、事業
所自体が地域の一員として日常
的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み
上げている認知症の人の理解や
支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り
組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡
を密に取り、事業所の実情やケ
アサービスの取組みを積極的に
伝えながら協力関係を築くよう
に取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地
域密着型サービス指定基準及び指定
地域密着型介護予防サービス指定基
準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄
関の施錠を含めて身体拘束しないケ
アに取り組んでいる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待
防止法等について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがな
いよう注意を払い、防止に努め
ている

5 4

6 5

7

Ⅰ．理念に基づく運営

3

4 3

11

家族様の知り合いの方や、地域
の在宅介護をされている方など
で認知症の対応などに悩んでお
られる方の話を聞き、事業所で
の成功例や失敗談などの話をさ
せて頂いています。

運営推進会議では、生活の様
子、現状、行事報告などを行っ
ています。地域包括支援ｾﾝﾀｰの
職員、地域住民、家族様から
様々な意見やアドバイス、要望
を頂きそれを取りいれながら
サービスの向上に努めていま
す。

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

地域との交流を運営規定に掲げ
地域の一員として地域に溶け込
んだ事業所となるよう努めてい
ます。

日用品の買い物は近くの商店街
を利用したり、行事の際には地
域のお店でお弁当を頼んだりし
て事業所自体が地域との交流を
図るようにしています。

2 2

利用者の尊厳の維持に努めてい
ます。社内外の研修に参加し、
区や市の介護保険課からきたパ
ンフレットなど全職員に配布し
て虐待について理解を深めるよ
うにしている。また職員同士で
気になる事があればカンファレ
ンス等で話し合いの機会をもつ
ようにしています。

身体拘束について具体的な行為
の理解を深めるようにしてい
る。居室、エレベーターなどは
鍵をかけずに自由に生活しても
らえるが玄関については安全確
保のため施錠しています。日中
だけでも玄関の鍵をかけず自由
に出入り出来る様に改善してい
きたいと思っています。

地域包括支援ｾﾝﾀｰとは日頃から
連絡をとり、ケアサービスの状
況等を報告してアドバイスをも
らっている。また困ったことや
わからないことはこちらから質
問して教えてもらっています。

13 株式会社 ケア・ウィル



実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自
立支援事業や成年後見制度につ
いて学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それ
らを活用できるよう支援してい
る

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定
等の際は、利用者や家族等の不
安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望
を管理者や職員並びに外部者へ
表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関
する職員の意見や提案を聞く機
会を設け、反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々
の努力や実績、勤務状況を把握
し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持っ
て働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人
ひとりのケアの実際と力量を把
握し、法人内外の研修を受ける
機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進め
ている

○同業者との交流を通じた向上

 代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会を作り、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取組み
をしている

117

12

8

13

14

106

淀川区グループホーム連絡会に
参加して他の施設と情報交換し
ネットワークを広げています。
また会社のほかのグループホー
ムに見学に行ったり、研修に
いったりすることで相互のいい
ところ悪いところに気付きサー
ビスの質の向上に役立てていま
す。

１年に２回の人事考課があり、
職員個々の努力や実績を把握し
給与に反映できるような仕組み
を作っています。またほめカー
ドを活用してお互いのいいとこ
ろをみつけ各自がやりがいを持
ち楽しく仕事が出来る環境を作
れるよう取組みを行っていま
す。

新人職員はすべて本社で２日間
の研修を受けたあと業務に従事
しています。また会社内では定
期的に研修が実施されていま
す。社外の研修についても勤務
時間内で参加できるよう勤務調
整を行い、研修費については会
社が負担しているものもありま
す。

9

成年後見制度は利用されている
方が2名いらっしゃいます。成年
後見制度についてわからないこ
とは地域包括ｾﾝﾀｰの職員さんに
おしえてもらったり市の職員さ
んに質問したりして本人様に
とって何が必要かを考え活用出
来る様支援しています。

契約時には、ホームの理念、運
営方針、金銭面などについて十
分に説明し納得いただけるまで
時間をかけています。また質問
や不安なことなどを尋ねてわか
りやすく理解いただけるよう説
明するようにしています。

利用者様が日常生活の中で言葉
にされた意見、不満苦情等に対
しては聞き漏らさないように努
めるとともに、家族様が面会等
にこられた際にもこちらから意
見をお伺いしてその内容を職員
間で共有してカンファレンスや
朝の申し送り等で話合い改善方
法を検討して運営に反映させて
いる。

朝の申し送りや月１回管理者を
含めたカンファレンスを実施し
て意見交換しています。また職
員の意見を聞けるような環境づ
くりを心がけるとともに日々の
コミュニケーションの中でも意
見を聞くようにしています。聞
いた意見について現場で解決で
きないことは上司に報告し、協
力を得ながら改善できるように
しています。

14 株式会社 ケア・ウィル



実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○初期に築く本人との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関
係 サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めてい
る

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう関
係 職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共に
する者同士の関係を築いている

○本人を共に支えあう家族との関係

 職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の
絆を大切にしながら、共に本人
を支えていく関係を築いている

○馴染みの人や場の関係継続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途
切れないよう、支援に努めてい
る

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握
し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支
え合えるような支援に努めて
いる

17

18

16

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

19

20

15

8

21

グループホームではご利用者、
家族、職員が協力して本人の生
活を支えていきたいということ
を見学時から伝え、契約時にも
お願いしています。面会時には
ご利用者の生活状況を説明し行
事やレクレーションにも参加し
ていただいています。

相談を受けたときは本人と家族
が必要としている支援が何であ
るか見極め、希望に沿った援助
が出来るか検討しています。グ
ループホームを利用しながらで
きることはホーム内で支援し、
グループホームでの入居継続が
最善でないと判断した場合には
他のサービスを紹介するように
してます。

人生の先輩として尊敬しその方
らしさを見失わないように支援
し信頼される職員になるよう努
めています。また寄り添うこと
を大切にして、ともに喜び悲し
む共感者としての意識をしてい
ます。

入居時に家族、友人、など何時
でも面会に来ていただけるよう
にお願いしています。本人が以
前住んでおられた近所の方が来
られることもあります。以前な
じみだった十三の商店街に散歩
の途中によったりしています。

入居前には家族だけでなく必ず
本人と面談して困っているこ
と、不安なこと、要望等よく聞
くようにしています。入居後も
十分にコミュニケーションをは
かり、会話の中でも不安や悩み
を理解するように努めていま
す。また言葉だけでなく態度や
様子からも類推して本人の求め
ていることを受け止められるよ
うに努力しています。

見学時から十分に時間をかけて
家族が困っていること、求めて
いることを聞くようにしていま
す。また入居後の生活などにつ
いても十分に説明して不安なこ
となどについては過去の事例な
どを取り上げながら納得いただ
けるように説明してます。

リビングでの様子をなどから、
その方の居場所を確保してご利
用者様同士のかかわりがスムー
ズにいくようにしています。ま
た日々の生活のなかで利用者同
士の関係をみながら食事時の席
や外出の組み合わせなどには配
慮しています。

15 株式会社 ケア・ウィル



実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了
しても、これまでの関係性を大
切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、
相談や支援に努めている

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いやりや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めてい
る。困難な場合は、本人本位に
検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまで
のサービス利用の経過等の把握
に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の
把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に
記入し、職員間で情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直し
に活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既
存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる

22

239

2610

28

医療連携での訪問看護、介護タ
クシー、福祉用具のレンタルの
相談、通院時の支援など多岐に
わたるサービスの紹介、柔軟な
対応をしています。

25

27

サービスが終了しても入院、他
施設入所などの相談にのってい
ます。また継続的なかかわりが
必要なご利用者や家族に対して
は付き合いを大切にして継続的
に関わっています。

本人や家族、介護職員と十分に
話し合いお一人お一人の意向に
ついては十分に聞くよう努めて
います。本人の意向を伺うこと
が困難な場合にも、表情を読み
取ったり様子などから本人本位
に検討しています。

本人から話を聞ける場合には本
人とゆっくり話す機会を多く持
ちこれまでの暮らしを把握する
ようにしています。また本人だ
けでなく家族や在宅生活の時の
担当ケアマネージャーとも連絡
を取り、これまでの暮らしの把
握に努めています。

一人ひとりの生活や様子を通じ
て出来ること、できないことや
好きなこと、得意なことなどを
見分けながら健康状態、気分な
どを含めて総合的に現状を把握
するようにしています。

日常生活を通じて本人の希望や
意向を把握し、本人、家族、介
護職員でカンファレンスをもう
け意見や要望を反映させた介護
計画を作成して実践していま
す。またもﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを実施し現状
に即した介護計画を作成するよ
うに努めています。

個別に日々の様子、気づき、こ
れまでの暮らしの様子などケア
のなかで得た情報を個別の記録
に記入して、申送り、カンファ
レンスにおいて職員間で情報を
共有しています。その上で定期
的にモニタリングを行い介護
サービス計画の見直しに活かし
ています。

24

16 株式会社 ケア・ウィル



実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えてい
る地域資源を把握し、本人が心
身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができ
るよう支援している

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたか
かりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職
場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者
が適切な受診や看護を受けられ
るよう支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、でき
るだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や
相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあ
り方について、早い段階から本
人・家族等と話し合いを行い、
事業所でできることを十分に説
明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に
取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は応急手当や
初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難
できる方法を全職員が身につけ
るとともに、地域との協力体制
を築いている

3312

3513

34

32

29

3011

入居時に本人、家族に事業所の
出来ることできないことを説明
しています。また終末期の方針
についても話し合いを行ってい
ます。ご利用者の変化に応じて
その都度本人、家族、職員、か
かりつけ医と話し合いの機会を
持ち、終末期のあり方について
の方向性を決めています。本
人、家族の意向を一番大事にし
ています。

消防署の指導のもと消防計画を
作成し定期的に消防訓練を行っ
ています。災害時には地域の
人々の協力を得れるよう自治会
に加入して交流を持つようにし
ています。

応急手当や初期の対応についは
カンファレンスなどで定期的に
全職員に説明し実践出来る様指
導しています。また救急対応等
についてはわかりやすいところ
に手順を表示しています。

入院中は本人に面会したり家族
と連絡を取りあったりして早期
に退院してもらえるように支援
しています。また病院関係者に
も連絡をとり、情報交換や相談
をして関係作りを行っていま
す。

31

避難訓練は消防署の協力を得て
実施しています。ボランティア
の方に来ていただき、手芸など
のレクレーションを企画した
り、踊りなどの催しを実施して
います。

入居時に本人、家族から今まで
のかかりつけ医との関係をよく
伺い、今までのかかりつけ医と
の関係を継続する事を希望され
た場合にはそのように対応して
います。またグループホームで
も医療機関と連携し24時間の医
療連携がとれる往診医が月に2回
往診に来られています。

ご利用者の体調の変化や急変時
には看護師に相談してアドバイ
スをもらい対応しています。職
員はご利用者の医療面、健康面
について気軽に相談でき、適切
な体欧が取れるようにアドバイ
スをもらっています。

17 株式会社 ケア・ウィル



実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重とプ
ライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇
りやプライバシーを損ねない言
葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや
希望を表したり、自己決定でき
るように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先
するのではなく、一人ひとりの
ペースを大切にし、その日をど
のように過ごしたいか、希望に
そって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援して
いる

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活
かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをして
いる

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水
分量が一日を通じて確保できる
よう、一人ひとりの状態や力、
習慣に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じな
いよう、毎食後、一人ひとりの
口腔状態や本人の力に応じた口
腔ケアをしている

42

39

リビングの横にある台所で毎日
食事を作り、煮物の匂いや包丁
の音など五感で感じていただけ
るようにしています。簡単な皮
むきやもやしの根取りなどを手
伝ってもらったり、食事後の下
膳、洗い物、テーブル拭きなど
ご利用者と一緒に行っていま
す。

その方らしい身だしなみが出来
る様その方にあった援助をして
います。また月に1回の訪問理容
を活用してカット、顔そりなど
をしてもらっています。ご家族
の協力を得ながら本人の望む店
に行っている人もいます。

4015

41

37

38

3614

ご利用者に寄り添うケアを心が
けｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとるようにしてい
ます。またご自分の意見を言葉
で表現できないご利用者には表
情や様子で思いや希望を察する
ようにしていくとともに、家族
とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを深めその方らし
い生活をサポート出来る様にし
ています。

人生の大先輩として人格を尊重
し、尊厳のある対応を心がけて
います。また記録の保管や個人
情報にも十分注意して保管庫は
施錠しています。言葉のかけ方
や対応についてはカンファレン
スや朝の申し送りなどでも話し
合いお互いに注意しあっていま
す。

ご利用者の体調の変化や急変時
には看護師に相談してアドバイ
スをもらい対応しています。職
員はご利用者の医療面、健康面
について気軽に相談でき、適切
な体欧が取れるようにアドバイ
スをもらっています。

10時と3時にはお茶の時間を設け
水分量が1日を通じて確保出来る
ように支援しています。水分摂
取量が少ないご利用者に方には
本人の嗜好にあった飲み物を提
供することや、時間にとらわれ
ず何時でも飲んでいただける環
境を作るようにしています。食
事については栄養士が立てた献
立をもとに栄養のバランスのと
れた献立を提供しています。

食後口腔ケアを行っています。
口の中の汚れがひどい方は定期
的に歯科衛生士さんに口腔ケア
を行ってもらっています。歯科
医、歯科衛生士さんに口腔内の
清潔保持についてアドバイスを
もらい本人様が出来るところは
していただき出来ないところを
助けるように致します。

18 株式会社 ケア・ウィル



実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を
減らし、一人ひとりの力や排泄
パターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向
けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理
解し、飲食物の工夫や運動への
働きかけ等、個々に応じた予防
に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミン
グに合わせて入浴を楽しめるよ
うに、職員の都合で曜日や時間
帯を決めてしまわずに、個々に
応じた入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れる
よう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬
の目的や副作用、用法や用量に
ついて理解しており、服薬の支
援と症状の変化の確認に努めて
いる

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を
過ごせるように、一人ひとりの
生活歴や力を活かした役割、嗜
好品、楽しみごと、気分転換等
の支援をしている

4316

46

44

4517

内服薬の変更があったときには
朝の申し送りで報告するととも
にノートにも記入して情報の共
有をしています。副作用などに
ついても十分理解して服薬によ
る症状、体調、様子などに注意
しています。

生活歴を把握して、カラオケや
レクレーションなど楽しく日々
を過ごしてもらえるよう支援し
ています。洗濯物干し、たた
み、新聞を取りにいく、食事の
準備の手伝いなどの役割を負担
にならない範囲で持ってもら
い、張りのある１日を過ごして
もらえるよう支援しています。

48

トイレでの排泄をしていただけ
るよう排泄のリズムをつかみト
イレ誘導するようにしていま
す。またおひとりおひとりの様
子から排泄のサインを見逃さ
ず、さりげなくトイレの声か
け、誘導を行うように心がけて
います。

便秘予防のため、水分量、食事
量、食事の内容等に注意し、ま
た散歩など適度な運動をしても
らうよう心がけています。排便
チェックは必ず行い便秘になら
ないよう気をつけています。

居室は毎日掃除、換気して定期
的にシーツ交換、布団干しなど
も行い清潔保持に努めていま
す。リビングにはソファを置い
て、いつでも気持ちよく休息で
きるようにしています。

47

本人の希望やタイミングに合わ
せて楽しく入浴していただける
ように心がけています。入浴が
あまりお好きでない方に対して
も言葉かけを工夫して気持ちよ
く入浴していただけるようにし
ています。

19 株式会社 ケア・ウィル



実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよ
う支援に努めている。また、普
段は行けないような場所でも、
本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけ
られるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つこ
との大切さを理解しており、一
人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように
支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが
電話をしたり、手紙のやり取り
ができるように支援している

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）は、利
用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度
など）がないように配慮し、生活感
や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

○共用空間における一人ひとり
の居場所づくり
　共用空間の中で、独りになれ
たり、気の合った利用者同士で
思い思いに過ごせるような居場
所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋
は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのも
のを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしてい
る

○一人ひとりの力を活かした安
全な環境づくり
　建物内部は一人ひとりの「で
きること」や「わかること」を
活かして、安全かつできるだけ
自立した生活が送れるように工
夫している

気候、天気の良い日には極力散
歩、買い物に一緒に行くように
しています。公園に行ったり近
くの商店街に買い物に行ったり
しています。またお花見の時期
や、花火、お盆などご家族の協
力を得ながら外出や外泊の機会
を作っってもらっています。

5420

4918

51

19

原則的には家族より預かり金と
して管理しているがおひとりお
ひとりの希望や能力に応じてご
家族とも相談しながら可能な限
りご本人に所持していただいて
います。おやつや洋服など一緒
に散歩に行って実際に見て買っ
てもらえるよう支援し支援して
います。

携帯電話を自室においているご
利用者に対しては操作方法など
わからないことがあればその都
度説明しています。携帯電話を
お持ちでない方が家族などに電
話をしたいといわれたときには
ホームの電話を使ってもらって
います。

リビングには七夕、クリスマ
ス、お正月など季節感あるもの
を作り飾っています。音、にお
い、光などには常には配慮し
て、食事の準備の時には調理す
る音やにおいが自然とするよう
になど生活感を感じてもらえる
ようにしています。

53

50

52

55

リビングには食卓だけでなく応
接セットを置きソファでもくつ
ろいでいただけるようにしてい
ます。またエレベーターで自由
に他の階に行き思い思いの場所
で過ごしていただけるようにし
ています。

入居時に自宅で使用していた
ベット、たんすや仏壇など馴染
みのものを持ってきていただく
ようにお願いしています。自宅
でたたみの部屋でお布団で寝て
おられた方については居室でも
布団を敷いて寝ていただいてい
ます。

過剰介護は避けて出来るだけ自
立支援を心がけています。トイ
レにはピンクのマークをつけて
わかりやすくしています。居室
には表札をつけることで混乱を
防ぐようにしています。

20 株式会社 ケア・ウィル



Ⅴ　アウトカム項目

○

○

○

○

○

○

○

○

○

④ほとんどない

56
職員は利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

①ほぼ全ての利用者の

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

④ほとんど掴んでいない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過
ごす場面がある

①毎日ある

②数日に1回程度ある

③たまにある

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮ら
している

59
利用者は、職員が支援することで生き
生きした表情や姿がみられれている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出
かけている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面
で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応
じた柔軟な支援により、安心して暮ら
せている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

63
職員は、家族が困っていること、不安
なこと、求めていることをよく聴いて
おり、信頼関係ができている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

64
通いの場やグループホームに馴染みの
人や地域の人々が訪ねてきている

①ほぼ毎日のように

②数日に1回程度

③たまに

④ほとんどいない
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○

○

○

○

65

運営推進会議を通して、地域住民や地
元の関係者とのつながりの拡がりや深
まりがあり、事業所の理解者や応援者
が増えている

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くない

66職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が

②職員の３分の２くらいが

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサービスにお
おむね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

68
職員からみて、利用者の家族等はサー
ビスにおおむね満足していると思う

①ほぼ全ての家族が

②家族の３分の２くらいが

③家族の３分の１くらいが

④ほとんどできていない
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